
 

２０２５年３月１８日 

損害保険ジャパン株式会社 

ＳＯＭＰＯリスクマネジメント株式会社 

日本カーソリューションズ株式会社 

 

 

EVの駆動用バッテリー保証付メンテナンスリースの実現に向けた協議を開始 

 

損害保険ジャパン株式会社（代表取締役社長：石川 耕治、以下「損保ジャパン」）、ＳＯＭＰＯリス

クマネジメント株式会社（代表取締役社長：中嶋 陽二、以下「ＳＯＭＰＯリスク」）および日本カー

ソリューションズ株式会社（代表取締役社長：髙島 俊史、以下「NCS」）の３社は、電気自動車（以下

「EV」）を安心して長期利用いただくため、企業向け「駆動用バッテリー保証付 EVメンテナンスリー

ス」（以下「本サービス」）の実現に向けた協議を開始しました。新車だけではなく中古車も対象とし

たサービスを提供することで、コスト課題に悩まれる企業の EV導入を後押ししていきます。 

 

１． 背景 

EVの普及が世界的に進みつつあるなか、EVを社用車として導入する企業が増えています。しかし EV

は一般的に同クラスのガソリン車に比べ車両価格が高く、経年による残存価値の低下も大きいため、

リース料が割高になる傾向にあります。一方、EV導入は脱炭素社会の実現に向けた手段の一つであ

り、脱炭素に実質的に貢献するには EVを可能なかぎり長期利用することが期待されます。 

このようなコスト課題や長期利用に対する期待に対して、EVの新車ではなく中古車を活用すること

は有効なソリューションとなり得ますが、中古車利用には電池性能面等で見えないリスクがあると言

われており、十分な活用に至っていないのが現状です。 

そこで、３社は企業が安心して EVを長期利用できるように、車両価値の多くを占める駆動用バッテ

リーに対するサービス体系を整え、メンテナンスリースのサービスを EV向けに最適化し、お客さまに

広く提供できるよう検討を開始しました。 

 

２． 「駆動用バッテリー保証付 EVメンテナンスリース」の概要 

このたび検討する本サービスは、通常のメンテナンスリースでは保証されないメーカー保証期間を

超過した駆動用バッテリーにかかるリスクを保険で補償することで、お客さまに長期間にわたり安心

して EVを利用いただくものです。 

■主な特徴 

・初度登録から最大１０年間の EV電池の性能保証を付加したリース契約 

・契約時および定期点検時に電池状態を診断 

・新規リース契約、再リース契約も対象 

 

 

 



   

■各社の役割 

NCS 「駆動用バッテリー保証付 EVメンテナンスリース」の提供 

損保ジャパン 保険設計 

ＳＯＭＰＯリスク 電池リスク評価、サービス設計支援、保険代理店 

 

３． 今後の展開 

３社は、NCSで EVをご利用中のお客さまへ再リースから本サービスの導入を提案し、ご意見・ご要

望をうかがうことで、将来的に EV導入を検討されるすべてのお客さまに新車だけではなく中古 EVの

選択肢をご提供できるよう本格展開を目指し協議を進めていきます。 

 

※参考 

本サービスは EV電池のサーキュラーエコノミー実現に向け、株式会社日本総合研究所主催の BACE

コンソーシアムにおいて検討を進めてきた取組みであり、また、産官学で社会制度設計を進める

「EV電池スマートユース協議会」とも連携しています。 

 

 

＜EV 電池のサーキュラーエコノミー実現に必要となるソリューション＞ 

 

以上 

 

-----------   本件に関するお問い合わせ先   ------------- 

損保ジャパン 問い合わせフォーム（報道関係者用） 

リンク 

 

ＳＯＭＰＯリスク 企業営業支援部 野本 

電話番号：03-3349-3500 

  

NCS 経営企画部 E-mail:ncs-pr@ncsol.co.jp 

https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSfJjf85nL8WpeFD6wj7P94MbaBTvu1RTdYKICwkrwFTGqgmiQ/viewform?fireglass_rsn=true#fireglass_params&tabid=abf6d5f932096605&application_server_address=sompo-prod2-ap-northeast-1.prod.fire.glass&popup=true&is_right_side_popup=false&start_with_session_counter=1
mailto:ncs-pr@ncsol.co.jp

